
主な研究成果
1. 低品質木炭を助燃剤とする家畜排泄物処理とそのエネルギーのカスケード
　　利用システムの開発

　（1）豚ふんと木炭の混合条件を検討し、木炭を混合することによる乾燥速度や操作性

　　　の向上、臭気の低減を明らかにした。

　（2）パイロットスケール燃焼炉の試験により、粒径を1mm以下まで粉砕した微粉炭

　　　を豚ふんに練り込んだ場合、粒状の木炭の混合より燃焼効率が向上し、800℃以

　　　上での自燃が可能な事を明らかにした。

　（3）蒸気流量計を用いて蒸気量を測定し、木材乾燥において経時的に必要な蒸気量

　　　を明らかにした。

2. バイオマス活用システムから派生する有用物質の回収及び新規機能性物質の開発

　（1）スギ材乾燥排出液から溶媒抽出・吸着剤分離法により精油成分等を分離し、その抗菌活性・抗ウイルス活性・抗蟻活性・

　　　生活害虫忌避効果を明らかにした。

　（2）豚ふん燃料の燃焼焼却灰からリンを回収するために、基礎研究として豚ふん中のリン抽出・分離を行った。ヒドロキシ

　　　アパタイトとして回収できることを明らかにした。

　（3）燃焼ガス・熱等を利用して、培養・有用物質生産可能な微細藻類を自然界より探索・分離した。高温（50℃）耐性藻類や

　　　ビタミンE高生産能を有する藻類、高アンモニア吸収能を有する藻類、フェノール性水酸基を有する有害化合物の除去

　　　能を有する藻類を見出し、これら株の特性を調査すると共に順次特許出願中である。


